
Takarazuka Girls in Hawaii 

宝塚歌劇図 鑑
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ハ
ワ
イ
の

さ
く
ら
梅
田
健
一
…

満
簿
議
」
美
し
い

E
2
2
2
4
2

桜
の
花
は
何
処
に
も
見
当
ら
な
か
っ
た
。

常
夏
の
島
だ
か
ら
育

「

一
』
た
な
い
の
が
当
り
前
な
の
か
も
わ
か
ら
な
い

。

{

イ
固
品
圃
そ
の
ハ
ワ
イ
で

、

故
国
を
し
の
び
平
和
を
願
う
人
達
が

、
造
花
の
桜
島

っ
て
祝
う
の
が
ぷ
ま
つ
り

u
{

J
-k
a

一

の
行
事
で
あ
る
。

そ
う
し
て
今
年
の
乙
の
行
事
に
参
加
し
た
宝
塚
む
す
め
の
訪
れ
は、
パ
ッ
と
咲
き
ほ
こ

(

一

〆
，

E

る
本
当
の
さ
く

ら
に
も
ま
し
て
ハ
ワ
イ
の
邦
人
を
喜
こ
ぼ
せ
た
。

朗
ら
か
で
美
し
い
こ
の
二
十
名
は

、

新

{

E
F
b
FL
a

ら
し
い
日
本
の
呑
り
と
優
雅
な
伝
統
の
姿
を
そ
の
ま
ま
ハ
ワ
イ
に
伝
え
た
の
だ
っ

た
。

~

国
即
睡
眠
町
田
更
に
不
自
由
な
宍
の
外
地
で
の
公
演
も
、

J

・C

を
は
じ
め
在
留
各
位
の
大
変
な
協
力
に
よ

っ

て
大
成
功

ツ

・
・
緬
門邑
梅
を
お
さ
め

、

一
行
の
使
命
と
期
待
を
十

二
分
に
果
し
得
た
こ
と
は
何
と
し
て
も
嬉
し
い
乙
と
だ。
日
本
の

1
4
・

芸
術
を
紹
介
し

、

日
米
両
国
の
友
好
を
深
め
る
乙
と
が
出
来
た
の
だ
。

事
実
、
ホ

ノ
ル
ル
で
の
公
演
は
速

a
-

日
満
員
の
盛
況
で
、
観
客
四
万
人
を
動
員
す
る
乙
と
が
出
来

、

乙
れ
は
ホ
ノ
ル
ル
の
人
口
に
比
べ
れ
ば
、

{

薗

3
5

前
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

引
つ
づ
い
て
の
他
島
公
演
も

、

ζ

の
好
評
の
あ
と
を
受
け
て

、

超
満
員

薗
で
あ

っ

た
。

ヘ

生
徒
た
ち
も

、

馴
れ
な
い
環
境
の
な
か
で
実
に
よ
く
や
っ

て
く
れ
た
。

そ
れ
は
忙
し
い
舞
台
の
上
に
於

〉

J

て
も

、

ま
た
短
期
間
で
は
あ
っ

た
が
私
生
活
の
面
に
於
て
も
そ
う
で
あ
っ
た
。

げ

年
老
い
た

一
世
の
人
達
の
喜
び

、

祖
国
を
殆
ん
ど
知
ら
な
い
二
世
三
世
の
人
達
の
感
激

、

白
人
や
土
石

戸

〈

の
カ
ナ
ー
の
人
達
と
の
交
り
な
ど

、

生
徒
も
私
達
も

、

舞
台
は
世
界
を
つ
な
ぐ
・
も
の
だ
と
つ
く
づ
く
嬉
し戸

く
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思

っ

た
。

「

今
年
ハ
ワ
イ
に
咲
い
た
美
し
い
さ
く
ら
ぱ
な
宝
塚
の
花
を

、

来
年
も
ま
た
再
来
年
も
是
非
咲
か
せ
た
い

~

も
の
で
あ
る
。
い
や
も

っ

と
広
く

、

世
界
の
隅
々
ま
で
も
咲
い
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ザr 

御
挨
拶
に
代

え
て
天
津
乙
女
い

d

, 

」
ハ
ワ

イ
の
年
中
行
事
の
桜
ま
つ
り
に

、

宝
塚
が
戦
後
初
の
海
外
公
演
を
、

ζ

の
行
事
の

一
つ
と
し
て
行

十
.
，EE
E

い
ま
し
た

ζ

と
は

、

ほ
ん
と
に
喜
ば
し
い

ζ
と
で
C
E

い
ま
し
た
。

v

圃
圃
園
調
私
た
ち

一
行
二
十
六
百

、

ゆ
き
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
号
の
船
宮

、

帰
り
は
日
航
機
で
空
の
旅
e守
し
て
三

V

圃
園
圃
圃
圃
臨
月

二
十
五
日
か
ら
四
月
三
十
日
ま
で

、

常
夏
の
国

へ
い
っ

て
参
り
ま
し
た
。

-

r

・
圃
曙
圃
圃
そ
の
問
、
オ
ア
フ
島
の
ホ
ノ
ル
ル
で
卜
日
間
二
十
回

、

ハ
ワ
イ
品
の

ヒ
ロ

で
二
日
間
四
問

、

マ
ウ
イ
島

f

a
司
i

k

の
ワ
イ
ル
ク
で

二
日
間

二
同
の
公
演
を
致
し
ま
し
た
が

、

初
め
て
背
以
や
舞
台
装
置
を
持っ
た
豪
華
な
日

一

、
ツ
4

乙
本

の
踊
り
に

、

ハ
ワ
イ
在
作
の
邦
人
の
万
達
が
大
変
喜
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
。

生
徒
た
ら
二
十
台

、

幕

「
ず
/f
di

間
十
分
の
早
変
り
で
忙
し
い
舞
台
を
つ
と
め
ま
し
た
が、
時
聞
を
正
し
く
守
り

、

そ
の
規
則
の
正
し
さ
と

ゾ
ト
配
ハ
.
-
葎
上
品
さ
で

、

宝
塚
生
徒
の
名
を
高
め
ま
し
た
の
は

、

ま
乙
と
に
嬉
し
く
誇
ら
し
い
乙
と
で
と
ぎ
い
ま
し
たo

v

島
町
配
置.

天
総
領
事
主
催
の
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
が

、

芸
能
人
の
為
に
聞
か
れ
た
の
も

、

ハ
ワ
イ
で
は

、

私
た
ち
宝
塚
の

ヘ

・
・
阿国
圃

為
の
も
の
が
初
め
て
だ
と
い
う
こ
と
や

、

ホ
ノ
ル
ル
市
長

、

マ
ウ
イ
郡
長
等
か
ら
平
和
の
鍵
を
頂
い
たζ

{

・
・
・
・
圃・

と
な
ど

、

想
い
出
と
光
栄
の
旅
で
ご
ざ
い
ま
し
た

。

{

・
・
・
・
圃
乙
の
成
功
を
お
さ
め
た
公
演
が
私
た
ち
の
よ
き
経
験
と
な
り
ま
す
と
と
も
に

、

お
力
ぞ
え
を
下
さ
い
ま

E
E
-
-
-

し
た
小
林
先
生
初
め
持
様
に
附
く
御
礼
を
巾
上
げ
ま
す
。

~

最
後
に
こ
の
度
選
ば
れ
た
生
徒
た
ち
が

、

非
常
に
よ
く
努
力
を
し
て
く
れ
ま
し
た
の
を
舞
台
監
持

、

生

、

~

従
監
の
立
場
か
ら
賞
讃
と
お
礼
を
市
上
げ
た
く
存
じ
ま
す
。
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「 問つのフアシタジ T J の ~似を踊る天Ht乙 11:. <

Miss Otome Amotsu os " Snowy Heron Girl" in .. four fontosios." 



(
後
列
右
よ
り
)

前
列
右
よ
り

大三浦黒天美淡繰明雅

章

石
照八
千

路
逼

吉
佐
久
津
乙

木
ひ
か
島
歌
鷹
悪
倉
玉

白若南尾龍上城小長春

風
す
み

谷
川
季
国
千

月
佐
知

城
の
ぼ

上
さ
く

国
肌
申

i
v
u
n
u

p沼
n
L

ム
も

H
M

水
久
美
雲
式

(
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
・

ウ
イ
ル
ソ
シ

H
ザ
に
て

Fronl row (from left 10 rightl: Misses T amako Okura, lCeiko Milaka, 
Ulame Urashima, -Hikaru lC uroki, Olome Amatsu, Sokuko Miyoshi, 
Michiko Awoji, Yochiyo Midori, Teruko Akashi and Noriko Miyabi. 

Rear row Ifrom left 10 rightl ・ Misses Shikibu Shirayuki, lCumiko Wakamizu, 

Hikari Nango, Sakυra Onoe, Noboru T alsuki, Sachiko 1C0zuki, lCazυyo 

Jo, Chiharu Ozono, T oshiko Hasegowa ond Sumire Horukaze 

Aboard ・he Presidenl Wilson. 

チ子女る女子子代子子る子世春子-れ部子利ら



ー紅葉狩J tKi・長谷川季イ\維茂・明石照H 。

Miss T oshiko Hosegowo ond Mi路 Teruko Ak田hi in 

" Momlji-Gori." 

紅議狩J( ;をより } 黒木、長谷 111 . 明石 。

From left 10 righl: Mis5e5 Hikoru Kuroki, Toshiko 
Hose90wo ond T eruko Akoshi in "Momiji-Gori." 

ハワイ公演舞台面どスナップ
SCENES FROM PERFORMANCES IN HAWAII AND SNAPSHOTS 

I:l本絵巻J ~曲る龍減、 黒木、明石な r 、草k'"淡路通子。

Mis5es Noboru T 01却k i ， Hikoru Kurolr.i, T eruko Akoshi ond 0lher5 doncing, 

wilh Mi5S Mich・ko Awoji 5in9ing 0 50ng, in "Nihon Emoki." 

「
四
つ
の
7
7

シ
タ

ジ

ア
」
阪
の
尾
上
き
〈

ら
。

よ
り

」
土
月
、
若
水
、
白
雲
‘
尾
上

「奴
這
成
寺
」
のき
い
た
か
坊
主
(
左

From left 10 righl: Misses Hikori Nongo, Sochiko Kozuki, Kumiko Wokomizu, U汁錫 iーを踊 る うだ津乙女。 Miss Olome Amolsu doncing in ・， Bolon-Jishi." 

Shikibu Shiroyuki ond Sokuro Onoe os 悼mple boys in ・・ YoHo Dojoji." 



「
黒
髪
」を
踊
る
(
左
よ
り

)
減
給
歌
女
、
稚
章
チ
、
若
水
久
美

f
。

From left 10 righl; Misses Ulome 

Uroshin咽， Noriko Miyobi ond Kumiko 

Wakomizu doncing in .. Kuro-Komi." 



3 月 25 臼 績浜出航のウイルソシり、プロムナードヂヲキ上でc

l 左より}雄、長持)1 1 、時i婦、 三癒 。

From left 10 right; Misses Noriko M坙obi. Toshiko Hosegowo. Hikori Nongo 

ond Keiko Milako on the promenode-ded 01 Ihe Presidenl Wilson whjch 

left Yokohamo 00 Morch 25. 

五彩のテープ t 花束の降る横浜港嵐 i止。

The doy 01 departure ot Yokohomo. 

出

発‘
DEPARTURE 

3 月 22 日 日本劇場の舞台ι於げる歓送会で後拶をする天津乙k. é- (iiJ o

Miss Olome Am叫su ldelivering on odd同日I ond 19 0山町村oupers

at 0 send-ofl held ot the Nichigeki The剖町. Tokyo. on Morch 22. 

ウィルソシ~;-上で}IIJ れの手をふる……長谷川、天津、施城、!"木、淡路な E 。

Misses Toshiko Hosegowo. Otome Amolsu. Noboru Tolsuki Hikoru Kuroki. 

Michiko Awoji ond olhe日 woving 0 forewell oboord the Presidenl Wilson. 



7 ツキンレイハイスクールの前で……(左より)三慮、天津、美吉、淡路

In Iront 01 McKinley High School, Honolulu 

4 月 1 U ホノルル市ピルチモアホテルに Bそりる事長知事、市長主催のレセデションにてキイをう日る 。

(左 より } 金山t思領事、桜知事代理、美吉、犬山氏、ミスクイン西村峰、 j.r崎氏、天津、ホノルル市長 。

---、、

ノ、

ワ

イ

オ

ア

フ

島
、-〆

本 身29 せ :合
F 

ABOARD THE PRESIDENT WILSON 

)'(Y 

j1~ 

HONOLULU 

歌う淡路通ー{- 。 “ Aizu Bontoisan " 

ウィルゾシ 5J 甲板にて ( 左より)長谷川、南郷、

大倉、天湾、 1黒木、 r輩、山銀祭長、 i商品。

On the deck 01 the President Wilson. 

ウィルゾンサ最高のプゥフェーの表拳パーテ

イがショウのあと{こ聞かれた 。( 3 月 29 日 )

Buflet ofter the presentotion 01 shows oboord tbe President Wilson. 



人 )J'Ji. でホノルル市中を行進する尾上き〈 ら 。

パ
ン
チ
ポ
ー
ル
国
立
記
念
墓
地
仁
て
花
束
を
捧
ヤ
:
:

:

(左
よ
り
)
淡
路
、
美
吉
、
梅
問
園
長
、
天
津
、
黒
木

。

ホ ノルル 到 {i直后 入力車でIIT廻りをする 一行 10M衆、車夫は全部 J. C のメンバー。

Takarazuka girl sIars parading Ihrough downlown Honolulu on arrival 01 Honolulu On April 1. 

The. members 01 Ihe Honolυlu Japllnese Junior Chamber 01 Commerce acled as rickshawmen. 

バ
シ
チ
ポ
1

ル
象
地
の
見
附
し
ム
円
に
立
つ
龍
繊
の
ぼ
る
G

Placing 01 wrcath at 

Miss Noboru Tatsuki on the look・oul plallorm 01 the Nalional Cemetery Punchbowl. 



On Ihe Holeiwo Beoch. Miss T omoko Okuro 



{ 上) パ ゴバゴ料f軍ー店で7 ラを見る生徒;主 。

Takarazuka 廿ouopers enjoying 0 hulo・dance by nolive girls 01 Ihe Pogo Pago・

( 1i 以下) !i ;j じ〈パゴパゴにて.I. C :J:: fiのパーテイで豚の九銭を編出す -frij 。

AI Ihe receplion sponsored by Ihe Honolulu Jopanese Junior Chomber of Commerce. 

t 下 1 オアフ~~ .ハヒアワにて…… (左 より)減品、黒木、淡路、線、雄、嫌。

Misses.Utome Uroshimo, Hikoru Kuroki, Michiko Awaji. Yachiyo Midori, Noriko Miyobi and K。却yo Jo at Wahiowa. 

In fronl of Ihe “ Fishermon's 

Wharf ・・ 。1 Honolulu Beach. 



ハ
レ
ク
ラ
ニ
ホ
テ
ル
の
海
で
:
:
:
小
闘
、
南
郷。

上
人
の
女
k

フ
ラ
を
踊
る
明
石
照
子
。

ハ レ ク ラニホテルの嵯で泌を見る美 SSE-佐久 一f- o

Miss Sokuko Miyoshi looking out over the 

seo Irom the gorden 01 the Koimono Hotel. 

ワ
イ
キ
キ

カ
イ
マ
ナ
ホ
テ
ル
・
・
:
:
黒
木
(
下
左
よ
り
)
線
、
能
城
、
上
月
、
大
倉

。

ワ f キキ カ f "7ナホテル裂の海辺でi皮 t 遊ぷ長谷川季-{- 。

Miss Toshiko Hosegowo on the beoch neor the Koimono Hotel. 

. . 



左
よ
h
v
)黒
木
、
総
減
、
長
谷
川
。

(
左
よ
り
)
若
水
、
上
月
小
憾
。

ヲイキセ
、井」 μぉ

J母斥

WAIKIKI BEACH 

MR. OTA'S 

FlOWER-BEDS 

AT HllO ヒ

市
太
田
氏
の
花
壇

ロ

(
左よ
り

}
飽
減
、
雄
、
上
丹
、
城
。

て



ハワイ島
ヒ

マウイ島
HAWAII AND MAUI ISlAND 

マウイ向凶立公凶ハレヤカラ火山の

名物シルバーバ f シと線 八千代。

Miss Yachiyo Midori holding Silver Sword. pineｭ

apples at Mt. Haleakala in the National Park, 
Maui Island. 

Miss Noriko Miyabi on her 

way to the Akaka Falls. 

マウィ~.~凶立公凶ハレヤカラ

火山の頂上に立つ .'r.;本ひかる 。

Miss Hikaru Kuroki Dtop Mt. Haleakala in the 

National Park, Maui Island. 

ヒロ rfi 開催!の 7 ラワア シ ョウの会場て、城 一世 t 尾上き〈ら。

Flower Show spon回red by Hilo City. 

ワ

f

れ
川
ア
カ
カ
畿
の
嗣
で
明
石
照
子

。

At Mt. Kil剖伺 in the t守olio問I Parlt. 



はの 心日心の小 て 結全てず に道 のいが具は青
照にとし前な人道公呉此果部 、こ 勤具編メと高万な年今 ~ .~ 
明 、乙た に事達具演れの{乙スたれ務六成ン云校がく商回 ノ、
で実ろ 。しとにはの Tこ他於ポだらす名さパうの一、工 の 円 >
あ際が て理説益四のにい l 敏のる、れ l 制講人更会ハ 'l :・ >
つに吾 先解明白日は専てツ速人外照たの約堂もに議ヲ λ ず
たハ々 ずがを 、 前大門成マ l乙達人明 J 人がでおま所イ よ 1', '. 

。 ワ が 心早し照か助家功ン活は三四 ・ 達ああらた ( 公 /，~ .~ 
イ日 配かた明らかとしか動勿名名 C でつるずホ J 演 五ι
lζ 本 のつがは舞りしたらす論がでのやて関 、 ノ ・ の t奥 : 
着を なた 、 梅台 Tごてと人る道加 、メ る 、係例 Jレ C 主 ,-
いた いの J 田稽つ大思選必具わ此ン事結上え Jレと催 17 ' >
てつ 程で ・ が古た工うを要万るのパに局そ道に呼者 芳子 3 
ー迄 度 、 C そを。さ。しがと事う ! な舞の具はぷは ?3 ノ、
番 I乙 l乙大のれ始 ん たあしにちは つ台人方劇 )、 ~) - 2 
頭一 段道皆ぞめ が とるてな照大た操達が場でホ 玄 <
を番 取具され 、 ー のとはつ明道。作はいであノ 益 。

大ー
な安り 、 ん担 人事い全 Tこ係具は立て働つ Jレ 型長 門

守山道
や心 を小かゴ具 専 でう獄。は十 一入もくて Jレ 田 2 Y -
まし終道本しは 属 、 観の別七切が公専輿の 台 j 
して え具当て に こ点 に名 J 出演門行自 家七思
たい てはに各き つ れぷ素 講 、 ・ 来場の師本 禿嘆 , '. 
事た安初熱係 、 い はら人堂小 C な所道で人 高 枠 イ

の

旅

を
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終

照及
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3 月初日ウィルソン号の一等食堂で食事をする(左より)山根、 益回、 白雪、 春風。 はのメ ; 
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丈秀カ 1 

感了は いな てのか換ンて田害イの号は持じスし分て 夫さに 司
オ謝出、而うつ此、で出のパ、、 lζ ルがは全参なポ愈持は勿 Tごを出
l す来装し 涙 たの漸、来き l 吾渡 突タ全万部しいツ々つ 、 論と聞張
ケるた置、ぐと苦く初上つの々辺当 l 然国固た事ト舞て前今思かい
ス次こに J ま見労初日っかーの三りや通共 O 照;ラ台は以度っきた
ト第とし・しえの日のたけ人頭者舞ピ用通番明佃イ稽いて公てれ演
ラではろ C い、 Tこを午 。をにのが台ンしだとプのト古たそ演いて出
のあ有 、 のー寝め開後し配照中相稽スなとかラ外をとがのをたおの
メる難照人駒言にけにか電明 l乙談古ポかの五ン来操な、青すかり先
ン 0 い明達がに梅た改し板伝あのにツつ照 O も雪作っそ写るら 、 生
パ 乙 l乙のあま田次め未 l乙達る上もトた明番、いすての真マでハ方
! とし本つで氏第てだ通係照 、 そな事係と例はる先操及ッあヮか
も だろ当た市はで照こ達を明ーのど、のいえ絶人ず作ぴキるィら
殆 つ 、 l乙程も宿あ明れし依プ応為の備説うば芳が第技詳ン。も ? ? 
ん た殆真で英 l乙るだでて頼ラ持{乙用品 Iと番使 22 全一術細レ ア異 C 
ど とん剣あ語帰。け舞もしン参随意と従号用目じ 部にはなイ メ口
全 、 どなるでつ の台ら 、 での分がしつです電外ぷ心報高 リ同

ら 部 改失努。照て 舞をう電ゆ照苦なてて処る雰人つ配告校 カ音
が め敗力 明床 台聞事話く明労かはプ理 ゼ 午でかなを講 のに >
ア てなで のに 稽けにで事プしつ夜ラ出ラ玄あつい取堂 ーア >
マ そく舞 事入 古るし吾にラたた光ン来チてりたとつの 部メ
チ の十台 をつ をのて々しン・。な塗をるンふ言難思て舞 でリ
ユ 御白が 云て 二はやのでは結ど料立ののを葉関つ予台 あカ
ア 努間関 っか 度心つ亨 J 白局 、 用てで色手がはて備設 るの t 

L Z 主主 ご; 長野品品 と 紙富喜幸 z-sR 君 EE 喜壁 土民
深事か た気 返っんやのに 、 l乙殊つの本いに板。は就 lと設

昼 く終ら とに したと転メし益障フた番で宅通及而充い は備

ウ エーキねに て(右より)名水、 ;1~木、ト〉グ氏、梅 111 、'K ì輩、浦品、渡辺、滅。
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Before leaving Honolulu Airport by 0 JAL plane. 
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は
会
社
で
勤
務
を
し
て
終
っ
て
か
ら
舞
台
に
立
つ
と
い
っ
た
具
合
だ
っ
た
一

1

越
自

民

瞬
間
軍
事
量
簿

一
面
冨
霞
i

i

雌

そ
の
一
編
成
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
六
、
セ
ロ

一、

べ
l

ス
一
、

ピ
ア
ノ
一

、

一
管
制
思
議
議
掴
掴R
i
パ
U明
d
r島
E
E
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司マ

雪
期
羽
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圏

一

1
d

総
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一
戸

配
遅
過
空
襲

ご
一
一
、
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フ
ル
ー
ト
一

、

オ
ー
ボ

エ

一、

サ
キ

サ
フ
ォ
ン
三

、

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
二

、

一
-

，
闘
睡
-
閉
醐
副

J
J
門
戸
空
十
一
』

町一

ト
ロ
ン
ボ
ン
一、
ド
ラ
ム
一、
チ
ン
づ
7

一
の
十
九
名
で
あ
っ
た
。
一

j

議
盟
窃
昨
画
監

ア
早
口

随
一

て

い

乙
れ
は
万
国
共
通
の
譜
面
が
あ
れ
ば
す
ぐ
音
が
出
せ
る
だ
け
て
心
配
は
一
議
繍
麟

担
劃
盟

主
…
J
二

.

竺

v
J
|

一

-
4
踊
襲
留

品
組
溜
待
日\
μピ
r
r
h
f
w
d
・

日

な
か
っ
た
が

、

n

紅
葉
狩
H

う
奴
道
成
寺

u
な
ど
の

テ

ン
ポ
5
1

一
知
輔
副
臨

園
L
ZF
ミ
r
i
d
a

士

て
い
な
い
の
で

、

そ
の

テ

ン
ポ
を
つ
か
む
の
に
は
苦
し
ん
だ
も
よ
う
だ
つ
一
鶴
瓶
誼
翻
幽
盟
国

圃
園
川
刷

、

同
i
μ
r

嗣
ご

叫

ン
)

一

4

期
間
躍
磁
薗
E

-
-
-
-
-
r
庫

一
柳
通
a
s
，
J
E

闘
』
伽
ソ

J

た
。
だ
が

n

四
つ
の
フ
ァ
ン
タ
ツ
ア

u
の
音
楽
は

、

全
員
ワ
ン
ダ
フ
ル
と
一

一

醸
臨
置
盟
関
節

目

~
F
響
曲
目
F
F
bw
y

品
ル

一
議
盟
理
圃
圃
圃
圃
・
圃
哩
圃
園
開

E
E
R
K
-圃
・
圃
圃
・・
圃
圃
・
・
・
圃園
E
司
1
1
唱
f
主
圃
調
岨
・
・・
開
H
a
園
-
Fd
r

一

イ
・

云
っ
て
と
て
も
気
持
よ
く
演
奏
し
て
い
た
。
一
/
凶
園
圃
圃
圃
圃
聞
置
圏

聞

事
長
ー
ι

ι
問
パ
勾
η
デ

ゥ

J

な
お
生
徒
二
十
名
の
ほ
か
宝
塚
側
の
メ
ン
バ
ー
は
次
の
六
名
で
し
た
。
一
/
組
関
圏
圃
園
田
闘
史
引

開
0
・
"
』忌
閉
山

(団
長
)
梅
田
健
一
、
(
副
団
長
)
益
田
秀
高
、
(
楽
長
)
山
根
久
雄

、

一
/
臨
園
田
園
圃
聞
閏
間
町
駅
ブ

「
・
通量

冨
g

m
~

ん

(美
術
)
渡
辺
正
男
、
(
衣
裳
)
山
村
ヨ
ネ

、

中
川
キ
ク
エ

・

一

一

幽
圃
圃
圃
盟

国
圃園
陸

園

F
し
岳
脇
島
3

ハ
ワ

イ
の

夜

一
一
園
田

E
・
圃
園
陸
，

ィ
d

黒
木
ひ
か
る
一
ま
し
た
。
そ
の
楽
し
か
っ
た
こ
と

、

大
変
な
冒
険
を
し
た
よ
う
な
気
持
i
v

マ
ウ
イ
島
で
二
日
間
の
公
演
が
終
っ
た
夜

、

明
日
は
ホ
ノ
ル
ル
に
帰
る
一
|
。
ハ
ワ
イ
の
夜
の
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
。

と
い
う
の
で

、

お
別
れ
パ
ー
テ

ィ
を
す
ま
せ

、

荷
造
り
を
終
っ
た
の
が
夜
一
パ
ン
チ
ポ
ー

ル
の
墓

一

中
の
二
時
。
き
あ
今
度
は
お
腹
が
す
い
て

、

オ
フ
ク
ち
ゃ
ん

(淡
路
)
チ

一
J

ど

ョ
ン
(縁
)
フ
ク
ち
ゃ
ん
(雅
)
コ
イ
ち
ゃ
ん
(上
月
)
サ
ヲ
ベ
(
龍
域)

一
浦
島
歌
女

ヤ
ス

コ
(城
)
た
ち
と
伺
か
食
べ
ま
し
ょ
う
と
い
う
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
ハ
ワ
イ
の
人
達
は

、

ど
う
し
た
ら
私
達
を
歓
迎
出
来
る
か
と

、

そ
の
乙

だ
が
ホ
テ

ル
の
ζ

と
と
て
食
堂
は
な
し

、

で
は
サ
イ
ミ
ン
(
支
那
そ
ば
の
一
と
だ
け
に
一
生
懸
命
と
思
え
る
程
ま
で
に
親
切
だ
っ
た
の
で
す
。

よ
う
な
も
の

)
を
食
べ
に
行
乙
う
と
い
う
乙
と
に
な
っ
て

、

一
同
勇
ん
で
一
純
真
で
明
る
い
ハ
ワ
イ
の
人
達

、

そ
の
な
か
で
私
は
憂
愁
に
満
ち
た
一

ホ
テ

ル
を
出
た
の
で
す
が

、

案
内
の
J

・

C
(
日
本
青
年
商
工
会
議
所
)

一
人
の
夫
人
に
お
逢
い
し
ま
し
た
。
と
云
っ
て
も

、

そ
の
方
は
お
年
を
め
し

へ

の
万
も

、

一
体
何
処
に
サ
イ
ミ
ン
が
あ
る
か
御
存
知
あ
り
ま
せ
ん
。
と
に
一
た

、

た
っ
た
一
人
の
大
事
な
大
事
な
息
子
さ
ん
を
亡
く
さ
れ
た
人
で
し
た
。
)

か
く
さ
が
し
て
み
ま
し
ょ
う
と
い
う
の
で
全
員
十
五

、

六
人
、
隊
を
く
ん
一
パ
ン

チ
ボ
ー
ル
と
い
う
美
し
い
山
の
お
墓
に
ね
む
る
そ
の
息
子
さ
ん

で
歩
き
出
し
ま
し
た
。
ポ

コ

ポ
コ
と
、

で
も
楽
し
ん
で
歩
い
て
い
る
う
ち
一
は

、

宝
塚
が
好
き
で

、

そ
し
て
私
の
舞
台
が
好
き
で

、

お
母
様
を
誘
っ
て

に
、

一
台
の
ミ
ル
ク
屋
さ
ん
の
自
動
車

(夜
明
け
に
配
達
す
る
車
)
が
や
一
日
本
ま
で
私
の
舞
台
を
見
に
来
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
去
年
の
夏、

っ
て
来
ま
し
た
。
そ
れ
に
乗
せ
て
貰
い

、

街
外
れ
の
ド
ラ
イ
ブ

・

イ
ン
に
一

ロ

ス
ア
ン

ゼ
ル
ス
で
自
動
車
事
故
で
:
:
:
。

着
い
た
の
が
多
分
三
時
前
。
と
こ
ろ
が
ハ
ワ
イ
の
人
の
親
切
な
こ
と

、

閉
一
未
だ
新
ら
し
い
傷
口
に
ふ
れ
て
泣
き
出
さ
れ

、

や
る
せ
な
く
震
え
る
肩

め
て
い
た
店
を
わ
ざ
わ
ざ
聞
け
て

、

レ
コ

ー
ド
を
か
け
た
り
パ
イ
ナ
ッ
プ
一
を

、

私
は
お
な
ぐ
さ
め
す
る
す
べ
も
知
ら
ず
に
貰
い
泣
き
す
る
ば
か
り
で

ル
を
出
し
た
り

、

大
変
な
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
そ
し
て

、

そ
こ
で
食
べ
た
サ
一
し
た
。

り

イ
ミ
ン
の
美
味
し
か
っ
た
こ
と

!

皆
そ
ろ
っ
て
お
行
儀
よ
く
お
辞
儀
を
一
「
え
え

、

見
ま
し
た
よ

、

一
度
目
も
二
度
目
の
シ
ョ
ウ
も
:
:
:
。
で
も

し
て

、

今
度
は
ミ
ル
ク
屋
の
自
動
車
も
な
く

、

み
ん
な
で
唄
い
乍
ら
お
墓
一
貴
女
だ
け
見
て
い
た
の
で
他
の
乙
と
は
何
も
:
:
:
」
と
一
五
わ
れ
る
そ
の
人

の
な
か
を
通
っ
た
り

、

坂
を
上
っ
た
り
下
り
た
り
し
て
ホ

テ

ル
ま
で
帰
り
一
に
連
れ
ら
れ
て

、

私
は
小
高
い
山
の

、

花
に
固
ま
れ
た
お
家
で

、

物
云
わ
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? えれも るくし トの人に乙さイた i 置ワっきいかくい 声「ま i 
2 ばたの λ ζ 度い 下で達なと 、、ワ ノ、 きイま 、 まい| 、 を折し i 
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公
演
醍
役

ホ
ノ
ル
ル
公
演

(第
一
部
)

於
・
ホ
ノ
ル
ル
マ
ッ

キ
ン
レ

l

・
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
様
堂

自
四
月
八
日

至
四
月
十
二
日

四
つ
の
7
7

ン
タ
ジ
7

作
・
演
出

音
楽
指
揮

山自

根弁

久銭

雄造

1

景
春

(
若
衆
)
明
石
照
子
(
娘
)
尾
上
さく
ら

2

景
夏

(
色
紙
)
黒
木
ー
ば
か
る、

浦
島
敬
女
、
若
水
久
美
子
、
長

谷
川
季
子
、
白
雪
式
部
、
春
曳
す
み
れ
、
雅
章
子

3

景

秋

(若
者
)
美
吉
佐
久
子
、
緑
八
千
代
(
娘
)
三
鷹
恵
子
(
恋

人
)
城
一
世

4

景
冬

(
鷺
娘
)
天
津
乙
女
(
雪
)
淡
路
通
子
、
黒
木
ひ
か
る

、

浦
島
歌
女
、
大
倉
玉
子
、
箆
城
の
ぼ
る
、
上
月
左
知
子

、

南
郷
比
加
利
、
小
園
千
春、

若
水
久
美
子

、

長
谷
川
季
子

、

白
雪
式
部
、
春
風
す
み
れ
、
雅
章
子

5

景
エ
ピ
ロ
ー
グ

(
鷺
娘
)
天
津
乙
女
(
雪
)
淡
路
通
子
、
黒
木
ひ
か
る
、

浦
島
歌
女
、
大
倉
玉
子

、

龍
城
の
ぼ
る

、

上
月
左
知
子

、

南
郷
比
加
利

、

小
国
千
春
、
若
水
久
美
子

、

長
谷
川
季
子
、

白
雪
式
部
、
春
闘
叫
す
み
れ
、
雅
章
子

紅
葉
狩

作
水
田
茂

演
出
銭
谷
信
昭

音
楽
指
揮
山
被
久
雄

(
局
)
黒
木
ひ
か
る
、
浦
島
歌
女
(
鬼
女
)
美
吉
佐
久
子

(
右
源
太
)
縁
八
千
代
(
左
源
太
)
龍
城
の
ぼ
る
(
維
茂
)

明
石
照
子
(
姫
)
長
谷
川
季
子
(
女
童
)
上
月
左
知
子
、

南
郷
比
加
利
〈
侍
女
)
淡
路
通
子
、
三
鷹
恵
子
、
大
倉
玉

子
、
小
園
千
春

、

若
水
久
美
子
、
白
雪
式
部
、
春
風
す
み

れ
、
雅
章
子

、

尾
上
さ
く
ら
、
減
一
世

本
絵
巻作

・
演
出

音
楽
指
揮

日

山白

根井

雄造

久銭

1

渇
若
衆

〈
歌
手
)淡
路
通
子
(
阿
国
)
黒
木
ひ
か
る

(若
衆
)
明

石
照
子
、
龍
城
の
ぼ
る

(娘
)
緑
八
千
代
、
三
鷹
恵
子
、

小
園
千
春
、
長
谷
川
季
子
、
白
雪
式
部

、

春
風
す
み
れ

、

尾
上
さ
く
ら

、

城
一
世

2

場
舞
妓
さ
ん

〈
舞妓
)
上
月
左
知
子
、
南
郷
比
加
利
(
舞
妓
歌
手
)
大

倉
玉
子

3
場
黒
髪

(
三味
線
を
ひ
く
芸
者)
美
士口
佐
久
子
(
芸
者
)
浦
島
歌

女
、
雅
章
子
、

若
水
久
美
子

4
場
お
て
も
や
ん

(お
て
も
や
ん
娘
)
淡
路
通
子
〈お
て
も
や
ん
若
者
)
緑

八
千
代

5

場
牡
丹
獅
子

(獅
子
)
天
津
乙
女
(蝶
々
)
黒
木
ひ
か
る
、

美
士ロ
佐
久

子

6

場
懸
崖

(獅
子
)
大
倉
玉
子
、

上
月
左
知
子

、

南
郷
比
加
利

、

小

園
千
春

、

若
水
久
美
子

、

長
谷
川
季
子

、

白
雪
式
部

、

春

風
す
み
れ

、

雅
章
子
、
尾
上
さ
く
ら

7
場
あ
や
め

(若
衆
)
減
一
世
(娘
)
三
鷹
窓
子

8
場
筏
流
し

(筏
流
)
黒
木
ひ
か
る
、

浦
島
敬
女
、
龍
城
の
ぼ
る

(筏

流
歌
手
)
明
石
照
子

9
場
大
漁
節

(大
漁
歌
手
)
淡
路
通
子
(漁
師
)
三
鷹
恵
子

、

大
倉
玉

子
、
南
郷
比
加
利

、

若
水
久
美
子
、
長
谷
川
季
子
、
白
雪

式
部
、
春
風
す
み
れ
、

雅
章
子
、

尾
上
さ
く
ら
、
城
一
世

間
場
小
袖
む
こ

〈若
旦
那
)
美
吉
佐
久
子
(
太
郎
冠
者
)
緑
八
千
代
(
娘
)

上
月
左
知
子
(彼
〉
小
園
千
春

日
場
五

ッ

木
の
子
守
唄

(子
守
)
黒
木
ひ
か
る

、

浦
島
敬
女
(
歌
手
)
大
倉
玉
子

m
M場
宝
塚
音
頭

(
A
)

(娘
)
三
鷹
恵
子
、
上
月
左
知
子
、
長
谷
川
季
子
、
白
雪

式
部

、

尾
上
さ
く
ら
(
若
衆
)
明
石
照
子、
龍
城
の
ぼ
る
、

城
一
世

門
店
場
宝
塚
音
頭

(
B)

(踊
る
女
)
天
津
乙
女
(歌
手
)
淡
路
通
子
、
大
倉
玉
子
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一
一
い
き
れ
な
い
妙
な
気
持
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

り

止
足
}
し
、

一

ヨ
=
ノ
、

M

一

j

一

ハ
ワ
イ
の
果
物
川

ハ
ワ
イ

一一
淡
路
通
子

一
毎
朝

、

私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
の
は
果
物
で
す
。
パ
イ
ナ
ッ
プ
〈

春
風
一
ル

、

ォ
レ
ン
ヂ

、

パ
パ
イ
ヤ
等

、

日
本
で
は
味
わ
え
ぬ
南
の
国
の
味
で
す
。

一
そ
れ
は

、

親
切
だ
っ
た
ハ
ワ

イ
の
日
本
人
の
方

、々

青
年
商
工
会
議
所

す
み
れ
一

一
の
方
達
の
真
心
と
共
に

、

い
つ
ま
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
味
で
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
人
種
の
集
ま
っ
た
園

、

し
か
も
親
切
な
人
達
ば
か
り
の
ハ
一

一

ミ
ゼ
ス
・
ア
ロ
ー
レ
ン
ス

ワ

イ
!

一

真
青
な
海

、

絵
の
よ
う
な
榔
子
の
木
蔭

、

南
の
国
の
豊
か
な
情
緒
。
忘
一
若
水
久
美
子

れ
ら
れ
な
い

、

そ
し
て
も
う
一
度
ゆ
き
た
く
て

た
ま
ら
な
い
ハ

ワ

イ
で
す
。
一一

忙
し
い
お
稽
古
場
か
ら
開
放
さ
れ
て
家
に
帰
る
と、

部
屋
の
あ
ち
ζ

ち

怪
我
の
功
名
門

μ

一
に
飾
っ
て
い
る

ワ

イ

キ
キ
・
ピ

l

チ
の
絵
や
コ
コ

ナ
ツ
ツ
の
置
物

、

プ
ア

・
〉

一

レ
イ
の

コ
ロ

ン
な
ど
か
ら
ハ

ワ

イ
の
匂
い
が
漂
い

、

思
い
出
は
や
さ
し
く

白
雪

式

部
一
胸
の
な
か
を
去
来
す
る
。

…

黒
木
さ
ん
に
ト
シ
ち
ゃ
ん
と
わ
た
く
し
と
、
テ
レ

ピ
の
「
婦
人
の
時
間
」
一
ハ
ワ

イ
は
美
し
い
。
そ
し
て
そ
乙
に
住
む
人
の
心
も
ま
た
美
し
い
。

で
御
挨
拶
と
い
う
乙
と
に
な
っ
て、

カ
メ
ラ
の
前
に
立
ち
ま
し
た
が

、

ぷ
一
私
は
或
る
カナ
カ

の
人
と
親
し
く
な
り
ま

し

た
。
言
葉
は
解
ら
な
く
と

川

つ
つ
け
の
本
番
で

、

リ
ハ
ー
サ
ル
な
し
と
い
う
の
に
は
び
っ
く
り
し
ま
し

一
も

、

人
と
人
の
心
は
通
じ
ま
す
。
フ
ロ
ー
レ

ン
ス
と
云
っ
た
そ
の
人
は

、

た
。
コ
カ
コ
l
ラ
を
飲
み
な
が
ら
の
な
ご
や
か
な
雑
談
と
は
い
う
も
の
の

、

一
未
だ
若
い
体
格
の
立
派
な
ミ

セ
ス

で
し
た
。
ホ

ノ
ル
ル
で
最
初
の
レ
セ
プ

H

ど
ん
な
場
合
に
も
リ
ハ

ー
サ

ル
は
あ
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
こ

れ
ま
で
の
一
シ
ョ

ン
が
あ
っ
た
と
き

、
フ

ラ
の
写
真
を
御
一
緒
に
撮
っ
た
の
が
縁
と
な

一

例
か
ら

、

特
に
原
稿
な
し
で
喋
る
こ
と
な
ど

、

口
下
手
な
わ
た
く
し
に
は

、

一
っ
て、

そ
の
後
ど
乙

の
パ
ー
テ

ィ
に
も
姿
を
見
せ
た
そ
の
人
は

、

い
つ
も

V

思
い
も
よ
ら
ぬ
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。
一
美
し
い
良
い
香
り
の
花
や
レ

イ

を
贈
っ
て
く
れ

た
の
で
す
。
一
夕

、

御
夫

九

黒
木
さ
ん
と
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
と
の
流
暢
な
英
会
話
の
あ

と

に
、
わ
た

く
一
妻
の
手
で
造
ら
れ
たカナ
カ

風
の
お
宅
へ
招
待
さ
れ

、

手
製
の
イ
ヤ
リ
ン

叫

し
達
に
も
な
に
か
ひ
と
言
と
い
う
乙
と
に
な
り

、
ト
シ
ち

ゃ

ん
は
、

一
グ
や
ネ
ッ

ク
レ
ス

な
ど
珍
ら
し
い
お
土
産
も
頂
き
ま
し
た
。
私
を
御
自
分

V

「
ハ
ワ
イ
の
み
な
さ
ん

、

こ
ん
に
ち
は
|
|
」
一
の
子
供
の
よ
う
に
優
し
く
い
つ
く
し
み

、

舞
台
人
と
し
て
の
礼
儀
も
立
派

い

と
、

あ
の
特
徴
の
あ
る
声
の
出
し
よ
う
で
す
。
つ
い
つ
り
こ
ま
れ
て
わ
た
一
に
保

た
せ
て
く
れ
た
フ
ロ

ー
レ
ン

ス
さ
ん
。
未
知
の
土
地
で
未
知
の
人
種

れ

く
し
も

、

一
と
の
交
り
に

、

広
く
世
界
を
愛
す
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
そ
の
人
l

。

「
ハ
ワ
イ
の
み
な
さ
ん

、

こ
ん
に
ち
は

l
l

」
一
飛
行
場
で
の
お
別
れ
に

、

と
も
す
れ
ば
涙
の
出
そ
う
な
私
を
そ
っ
と
抱

〉

と
、

お
な
じ
乙
と
を
繰
り
か
え
し
た
あ

と

で
、

は
っ
と
し
て
し
ま
い
ま

し

一
い
て
「
ォ
ォ、

ク
ミ

コ
l
l

、

ス
マ

イ

ル
、
ス
マ
イ

ル
:
:
:
」
と
云
っ
て

た
。
な
ん
と
い
う
曲
の
な
い
御
挨
拶
だ
っ
た
ろ
う
と

、

砂
を
噛
む
思
い
で
一
頬
に
キ

ス
し
て
く
れ
た
そ
の
人
。
矢
張
り
あ
な
た

も
泣
い
て
い
ら
っ
し
ゃ

帰
っ
て
く
る
と
、
テ
レ
ビ

を
見
て
い
た
万
達
か
ら

、

一
い
ま
し

た
。

「
ハ
ワ
イ

の
み
な
さ
ん

、

こ
ん
に
ち
は

l
i

、

の
繰
り
返
え
し

は
、

な
一
短
い
期
間

で
は
あ
っ

た
け
れ
ど

、

様
々

な
思
い
出
と
共
に
い
つ
い
つ
ま

か
な
か
印
象
的
で
よ
か
っ
た
よ
。
」
と
褒
め
ら
れ
て
、
怪
我
の
功
名
と

は
言
一

で
も

、

心
の
奥
底
に
生
き
て
い
る

ζ

と
で
し

ょ
う
。

山
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3 がでま すでにの びよの街ら 乙ましめいより変
自すしフ ぐ二入夏常 のうハ全ず新のしそたでしう 、 なホ >
? 在 。 たラ フ に三るの亙 ノ、 声ど ワ 体 、 緑上 Tこれ。いまに車人ノ
イ t乙震 。の ノ カ分とよの を宝イが緑のながか るし乙上出 Jレ j 
動もと踊 ラ定 、 うハ あ石のま色芝い 、 ら 万 Tこわ笑で Jレ η t 

j 232i ラ :23 芸? ヲ ピ雪 TZ 長告音 3 長 iJlf 警主主 J j 
""' 1こが云 晴 、 もしだ も宝さ公く原なイ 、 つ世て挨。陸 l >

j 票 5 室主 の 号 ZT 子 2 ィ 与吉受理葉宮署 2 主 て長主管 2 主 ア j 
i し 、 の 、 しはくはっ すよ格よ 、 花を々は そのいてにか Fレ >

ミ ?2 雪 踊 号案えとて の 03 号店主主 T i 震 225:32 ム : 
< す腕はし 。降持。 さ 、、 ハ切りこ ・ i乙 見いたうと市 / .. ~ 

; 2 会ぷエ り ZJ522 雨 号室 7Z 戸会 i 霊 22JE 占実 ム ;
どんれで 議いいりに が、で空い出を私々と 、 射レ
) どはゃ なな。と暑 「青す気道来年重 達がで伺日 l
、 動そか長 国か雨晴さ雅 ヒ、 。 、 路ま空ね も 、 ーだ光ド大
そかれな市;、 だつがれは ヤ赤丘美 l乙し A て 胸 な聞かがは J 
のさは踊 仕 o 1こ降てす i にかしは 1::. 玄毎 のか顔自燐 ・ 倉 i 
指な静 1 川 えついと ! 光らい塵 E 華日 迫 lζ を分けそ : 
先いかい てるい 章 」る見色 ー )を るは見のつれ玉 j 
がでなと季 叉もの。 と電下のつの過思目合顔くは う
一手踊思 降 、 でで 驚色ろ自落万しいにせがよそ= ~ 
言首りつ子 つ白 、 も 子 きはし動ち 々て が涙て能うれて壬

ミーだなて て動陽日 と 、 Tこ車てに参しを大面 lとは
言けのい も車影本 喜ち夜 、 居 、 り また突のな大

;のでた力がに こ と初日さ市し い乙故万ははと 情りも i
く 忘釆ワ車ら見ろ私んめ本が内て ホ 思写ともで人自乙ハ 緒 lとの

; f 五 222ZZ 室長 Z 会包警 EL 初 旬雪 ET 会主霊 37 思 f 君主
れ立どでな逆にを敗ら年しをパ Jレ め で取来 、 ょをのしで けすつ
なち思逆かきあ引が 、 商てし レ 上 い出る神けよ方よは し、 こぎて
いしい立起まげい起乗工来ま J í室 て っしわ経てけがうと んるい -

j f 長 Z E 主 45 予 J 主主主主 E 空 乗 r 五 2 震空手主 J; 出 長 52 j 
く 出つ 、 た下いまさしの所 Tこ。そ歩 つ のるすにてかのれ自 1 ..." 族よで
のたハまさてつつま私のも ( れは 、 ハ度 。 な呉な横だ動 /j 舞うす
一人ヲまらいたてい達方の乙が早 ?、 ワに るれけでけ車 l よ 踊が o
ziL 五三夫号店 5 えき Z 字号室 人 4i i ミ 2?fZ か f ノ; を
すま空思しも 、 万 7こ力のう台とと 力 しん も 。 いツ自~ 1.1 思 ワ い
。りを議 、 ぴ乗が。車ででの下り 」ー たな なこけと動 ~l いイ舞

J 無眺 t乙私つつ 、 はすす人級ど . 。小 くれな止寧日 l まの台 <
いめ落はくて梶 初 。 ) 力生り . さ 至でいまの本悼 し風に く
とて付暫りい棒 めでそ車十の 小 な 極はのつ街の龍 た物そ 1 

2 思いいくしるを てすしは人 オ 乙 の日にて貴下冊 。のの 3 
うまでひて私下なかて私が l 園 と ん本 ・ く ・ 駄制 なまう
のし n つ 、 はにのらそ達人プ でぴのハれ車のの かま
でた v- くおアさ で車のの力ン 千 も りよワま道代ー での
。つり ろツげ すを車 た 車カ 忘 とうイすをりぼ lませ ‘ 

ζ ハく返おとる 。 引夫めに l れ 面なで。渡戸 、る f 
れヲりつろ云べ そくさに乗に 春 ら を交は日るとる 本 l乙
はイ返 Tこしうき 乙方ん特つ分 れ歩通草本とい 当は

j 私まつ人な聞と でもはにて乗 な く事のできう に余

:~v-e・e・-ぶい

(さ
く
ら
娘
)
黒
木
ひ
か
る
、
浦
島
歌
女、

緑
八
千
代

、

南
郷
比
加
利
、
小
国
千
春

、

若
水
久
美
子

、

春
風
す
み
れ

、

雅
章
子
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(
第
二
部
)

於
・
ホ
ノ
ル
ル
マ
ッ

キ
ン
レ

l

・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
議
堂

ホ
ノ
ル
ル
公
演

自
四
月
十
三
日

至
四
月
十
七
日

日
本
の
祭
と
民
謡

根木

久史

雄郎

高山

1

景
春

〈桃
の
節
句
〉

(振
袖
〉
緑
八
千
代

、

三
鷹
恵
子

、

南
郷
比
加
利

、

若
水

久
美
子

、

白
雪
式
部

、

春
風
す
み
れ

、

雅
章
子

、

尾
上
さ

く
ら
(
貝
雛
)
明
石
照
子
、
長
谷
川
季
子

2

景
深
川

(深
川
〉
明
石
照
子
、
長
谷
川
季
子

3

景
あ
や
め

-
(あ
や
め
〉
上
月
左
知
子

、

黒
木
ひ
か
る
、
浦
島
歌
女

4
景
で
っ
ち
と
い
と
は
ん

(
い
と
は
ん
)
淡
路
通
子
(で
っ
ち
〉
緑
八
千
代

5

景
盆
踊
り

(阿
波
男
)
縁
八
千
代
、
小
園
千
春
(阿
波
女
)
春
風
す

み
れ

(木
曽
)
三
鷹
恵
子

、

南
郷
比
加
利

、

若
水
久
美
子

、

白
雪
式
部
(お
げ
さ
)
明
石
照
子

、

飽
城
の
ぼ
る

、

雅
章

子
、

城
一
世
(相
馬
)
浦
島
敬
女
、
上
月
左
知
子、

長
谷

川
季
子

、

尾
上
さ
く
ら
(
歌
手)
大
倉
玉
子

6
景
小
原
節

(小
原
節
)
美
吉
佐
久
子

、

黒
木
ひ
か
る
(歌
手
)
淡
路

通
子

作
・
演
出

音
楽
指
揮

7
景
に
し
ん
じ
よ

{花
の
歌
手
)
上
月
左
知
子

、

長
谷
川
季
子

、

白
雪
式
部

、

尾
上
さ
く
ら

8

且
皿
琉
球

(琉
球
男
)
明
石
照
子
(琉
球
女
)
三
鷹
恵
子
、

大
倉
玉

子
、
上
月
左
知
子
、
長
谷
川
季
子

、

白
雪
式
部

9

景
菊

(
稚児
)
黒
木
ひ
か
る

(菊
)
浦
島
歌
女
、
縁
八
千
代
、

龍
城
の
ぼ
る

、

南
郷
比
加
利
、
小
園
千
春

、

若
水
久
美
子
、

春
風
す
み
れ

、

城
一
世

ω
景
狸
々

(狸
々
)
天
津
乙
女

(菊
)
浦
島
敬
女
、
縁
入
千
代
、
能

城
の
ぼ
る
、
南
町
叫
比
加
利、

小
国
千
春
、
若
水
久
美
子

、

春
風
す
み
れ
、
域
一
山
笹

川
景
会
津
磐
様
山

(会
津
)
上
月
左
知
子
、
長
谷
川
季
子
、
白
雪
式
部
、
雅

章
子
(
歌
手
)
淡
路
通
子

ロ
景
黒
田
武
士

(黒
田
武
士
)
明
石
照
子
(
刺
客
)
美
吉
佐
久
子
、
龍
域

の
ぼ
る
、
減
一
世
(
歌
う
武
士
)
大
倉
玉
子

氾
景
追
分

(
追
分
女
)
黒
木
ひ
か
る

は
景
傘
踊

(
傘
編
)
緑
八
千
代
、
南
郷
比
加
利
、

小
園
千
春
、
若
水

久
美
子
、
春
風
す
み
れ

ほω
景
獅
子
舞

(
獅
子
)
美
士
ロ
佐
久
子

、

緑
八
千
代
、
龍
城
の
ぼ
る
、

城

一
世
(
歌
手
)
明
石
照
子

m
m且
皿
宝
窓
音
頭

(
小
頭
)
天
津
乙
女
(獅
子
)
美
士
口
佐
久
子、

緑
八
千
代
、

龍
織
の
ぼ
る
、
誠
一
世
(傘
踊
)
緑
八
千
代
、
南
郷
比
加

利
、
小
園
千
春
、
若
水
久
美
子
、
春
風
す
み
れ(
四
ツ
竹
)

淡
路
通
子
、
大
倉
玉
子

、

長
谷
川
季
子

、

白
雪
式
部
、
雅

章
子
、
尾
上
さ
く
ら
(
歌
手
)
明
石
照
子(女
)
黒
木
ひ

か
る
、

諸
島
歌
女

水
田
茂

銭
谷
信
昭

音
楽
指
揮
山
根
久
雄

(
白
拍
子、

実
ハ
狂
言
師
左
近
)
天
津
乙
女
(所
化
)
淡

路
通
子
、
黒
木
ひ
か
る
、
浦
島
歌
女

、

三
鷹
恵
子
、
明
石

照
子
、
大
倉
玉
子
、
上
月
左
知
子

、

南
郷
比
加
利
、
若
水

久
美
子
、
白
雪
式
部
、
尾
上
さ
く
ら

(花
四
天
)
美
吉
佐

久
子
、
緑
八
千
代
、
龍
誠
の
ぼ
る

、

小
園
千
春
、
長
谷
川

季
子
、
春
風
す
み
れ

、

雅
章
子
、
誠

一
世

釣

女

(大
名
)
美
吉
佐
久
子
(太
郎
冠
者
)
緑
八
千
代
(
第
二

の
女
)
三
鷹
恵
子
(
恵
比
須
神
)
龍
城
の
ぼ
る
(
第
一
の

女
)
尾
上
さ
く
ら

奴

道

寺

成作演

出
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ミイちくで 持{に乙 fだご 出えでゐた小が思 うみてれ . 
t ル。 、 登富 で乗事一 ， 来る長あいさ キ つハれ上いの船 2 

でお w れ士 、 つで番 たかい夢。いラてワしげたハ K 44 2 
、 蔭 ζ る山 何てす楽 私し ζ を遠蟹 キたイ かて。ワゆ 毛きイ
とでれこと 回つ。し 達らとみくがラらのつ来オイら o ~ 

〉う以はと同 もて私か は。蟹てかたと、夜たた l がれ ロ
と後大でじ 国 や泳はつ ヲ 本なのるらく光淡は 、 。プ 、 て 辛
うみ変すく ーヲ つい全た 当つ戯ん聞きつい美た青ン輿八 両

ミ イな 14 0 ら 玉工てで 然の イ にかれじ乙んて月しだ空カ奮日 時3
ンさとしい 古 る行浮は 幸しをやえ遊 、 のいうに I !乙自 己 ; 
デん毛か の 公 うきく、 キ せいみなるんそ浜。れすにねの } 

< アが 市も高 惇諸 ち 、 乙や で 陽ついハでの辺榔しく乗も朝 0... ( 
ン私を、さ 閣 に波とは キ すのめかワい波{乙子かすつや 、 コ
Iとを着すの ノ、 ヵにもり ・ 。光てしイてが家のつくてら w bS <
さ呼てば火 ナ 乗出 ヲ ヒ守 、 いらアほサの木たと街な青 同 . 
れぷ車ら山 v ヅる来イ なまとンん!テが。のへかき ザ
てとかしで h チとなキ l っし思のとツラく声ぴ滑つ海 拐?

j 主主品 ;t lt253 チ 七三 2;2 自 222 品 225 5: 
く い「まれ驚 で い上ナ l い生しデ波いら月げ子し達ぷ 0... ~ 
j まハしいい フ うりヅチ 人涯たイと砂波がてのたのう ιー <

しオたなた ι. 事スチで 々の。とか浜 l乙の泣木時眼る 日= ょ
た l ら道 ζ 夕、 もイでの 、 うあ波くに向 lまき 、、 前わ 型 i 
。 、、 でと rI. 忘 l 水半 楽ちんのれ寄つった「私 l乙し ミ i 
ハそすに μi れツの日 しこま音んせてていおのそ夢 包.

J オの口、 てと恐で い度りのぼてラ | 程あ胸のの 同
:~ I 恰と頂 し流怖、 思と素他か来イ | うとに新島 一

」好こ上ゴ まれ症波 いあ敵は鬼るトなれうジし íì !.. :J> ~. 
のがろま一 つるだ乗尾 出んで、と。がんしと l いと上 手 ;
イイがで たのつり上 のな私シっすってかうン姿歌月 忌 J 
ン頂白鷹 ほはたと 数瞬は!こるい話つハとをに 57 

) デデ上動 どとのカさ 々間物ンをとてだたワ熱静う左 戸
アアは車恵 でてでヌ をにもとしそいけ。イいかた向
ンンとで すもす l く 持め云してのるかへもにわ知
・ そて一子 。良がでら つぐわてい砂のし 来の横れ子 >

も時 い 、 遊 』 事りなてる浜。ら たがたる
r タ〈寒間 気板ん のあい 、 みに波と」こえ憧 r 

1 

f 

んに熱信の土元 た合そも し つ応となそ付使 >
、 なひ心じで地気皆 らあい H のれーできて舞ういば舞けつ舞ハ } 
( 乙つなですゃに縁 、の、うもる場いて寝台夜のに台てて台ワ ? 
とぱ舞い。空おに と時皆まのの 、 よ初み稽中とつ稽し働表ィ J 
をら台ま言気動い てののくででーい白ま古にでき古まいので 2 

考れはす葉がめろ も私眼いしす場よはしはな舞きのいて係ー
えなき〉の 、 をい 嬉達 l乙った。と初梅た中つ台りとま下 、 審 五円 <
てがつ私あそ果ろ ・ー しのはて。舞終日因。止てとできしさ照宮 'rJJ :; 

( いらと達ましし御 4温 い感本よそ台るの先 、し 照大はたい明激
、 ま、 立のりてて心 11" ~ ん謝当かしへ度幕生 明ま明奪照がま係の 口 ? 
: す楽派舞通日帰配 でのにつて出にが 、 日つが闘明 、 しの大 w " 

。しな台じ本っし す気感たそる w 上益 のてら、。が本た御き . 
く外はな青たて け持激わし人アつ田 初誰ぐ、二思当。仕か rT¥ :' 

< 果交ーい年のい y或 れがのネてもラ Tこさ 日もは 、世うに今事つ Vノ : 
; たのつあ商でた II.: .. ~ ど 、 涙 “無、う のん は彼ぐ、のよ大ではた

し役のら工すだ ;舞が H 事裏まで 、 どもに人う変乙 、 の 1或 ミ
て目外ら会かき ;台光おにのくす渡 うがな達 lζ なそ日は 仏語
来を交の議ら、 。裏つ疲幕係い。辺 な疲りはゆ努 w 本、 〉・

た果で人所乙体 でてれはのつ き るれま日か力働青ホ ・・ >
おすはたのんに 働い様降人た ん 乙てす本ずだい年ノ 仰ん ; 

i 仕もなら皆なあ いまでりもわ達 と 、 。語 、 って商 Jレ ? 
> 事のいに様嬉ま てしした手ね が か人伺がこ Tこ下工 Jレ t 

をだでものしり 頂たたのに“ 早 と相回充れんさ会公 <
思とし 、 真い自 い o "で汗と く 、 まや分ででい議演 、
い思よ非心乙イ言 た w すを喜 か ーでつではすま所の i 
出いう常がとの 人 お。握ぴ ら 同変てな大よしの初 1 
しまかなそはな 達目 つの行心つもい変。た1人目

j 2tt 霊会 f セ南 Z T 五 Z J T5;2 久 二票率緑 ; 
i ら上しをにまた忽E し う 守一 改 なまく 、 梅 ん危つ -
t 、 級い与すせ私三 で H り人 め がいゆ舞田 てな Tこ <
> 生生 エ えばんで比 も と 、 ーて らまか台先 、 げ時八 く
> 意のチ Tこら。す 分口本人打ホしな用生あなで i 
: 気皆ケ(しハが加 つ 々 当の合 テたい語が つ日し千 ; 

i乙様ツとかワ 、利 てに i乙口せ Jレ。。が照 さ本た代
もたト私つイ大 頂喜緊か 、 にでと.分明 り語。'"
乙ちとはたの変 けぴ張ら そ帰一うらの片を

、..........・へハ・~

四

月 月

一一 。 九 五 ，、

日 日 日 日 日 H 

工( 市アワ午 議(所会挙行 ( 招( ヌ (地( ( 火 ( 会アご ノ(者( ( 

三 公ウ本日六名ンソ午後
ワ

~三、J 民、イ 前 所中 天 ょに ) 待) ア)参f下 ) 大会午二 。 ホ ) Jレ)回二 イ) ) 

議午 とカバ九 f-l! り 出さ午 に正 パヌ 午前 。 午前 午 テ午 市J内レ 午前十 会と 午前 午前 等船客 1臣i デ 号四
所後 交ネフ時 回乙 贈 席 れ 後 よ 午 十前 見物後七 Jレ後 l に時 公主六 歓オ 会女 る。る 七 る 桜 リ十 十 見八 i¥ のの て
催時 会へヮオ 頭よ 人そ 、 時 歓祭 見ー 半時 時 。 時 て時 ワー 及時 半時 Tこ t.、- 出綴 J『貞晶、
の 半 を 、 ヒア に り 形 の 桜 迎午総り 物。 半時

、 、

l知事R 五分四 キイ時、ド び 四 め め 帆 ì!~
布よ 関カァフ i明 ホ の 式祭ワ 日 ア ラ五

、 、

。 港 日位ーり 催イヮ島 呈ノ 贈 場 り イ 餐委
、

ノf ノド フ キ ジ分 ホ 板甲 等 ー よ
式ホ 。 )V 、 -ー ~ )レ呈に の キ 会( 長員 カ ン

総領館'jl' 
モ 及 方面行 車勤自 オよ ノ サ 生行フり 程歓ノ ワ周 Jレ式てクキ メ チ ア 長市 ワイ 放録送 船内り Jレ ロ

迎 Jレ のハ自 日を大イ 於拘j ノ、 ポ ナ Jレ ι ン 徒レ 表各レ動 本合阪!モ
コ二

1} 進。 人及 入港餐腕 J日レ パ野 メ のキ ユノ 一-一三vノ
地イ車 人せ青ンア l 秀 ノ、 Jレ 'L、二、 園 公キ 音サ ヨ て O デ

会本 でて行 育て年戴ナ ク. 雄 王 国 式 {こ 式の 車力 ロ
。

ウ
、

名ン
〈人 在 進 年行商冠式 ホ リ氏 の 立訪 於 歓ピ ン 1} 宝 スト
パ育 住ワ 商う工テ l 夫 古 言己 問 '1 午迎餐 Jチモレ 演 塚 タウ
ゴ年 日イ途 工。会舞 Jレ ，ノ 主主 戦 ;2、、 。

る て て
。

三ノ ツイ

パ商 系メ中 ぷ:z;弘ミ、 議踏で )の 場 基 花 ホ 雪ac ヨ フ Jレ

ゴ
)
に
て
。

四

日

正
午
ワ
イ
キ
キ
、
ハ
レ
ク
ラ
ニ
ホ
テ
ル
に
於
け
る、

小
林
専
務
、
宮
原
重
役
の
ホ
ノ
ル
ル
在
住
友
人
主

催
の
午
餐
会
に
出
席
。

(
一
)
午
後
二
時
、KO
N
A

テ
レ
ビ
を
通
じ
て
挨

拶
梅
田
、
天
津

、

黒
木
、
明
石
出
席
。

(
一
)
午
後
四
時
、
金
山
総
領
事
夫
友
主
催
の
歓
迎

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
出
席

(於
総
領
事
館
公
邸
)

(
一
)
午
後
七
時
よ
り
、
マY
キ
ン
レ
イ
ハ
イ
ス
ク

ー
ル
講
堂
に
て
舞
台
稽
古
。

五
円

(
一
)
午
後
五
時、

ロ
イ
ヤ
ル
ハ
ワ
イ
ア
ン
ホ
テ
ル

に
於
て
大
映
永
田
社
長
主
催
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
に
出
席
。

(
一
)
午
後
七
時
よ
り
舞
台
稽
古
。

六
日

(
一
)
正
午
ロ
イ
ヤ
ル
ハ
ワ
イ
ア
ン
ホ
テ
ル
に
於
け

る
大
映
永
岡
社
長
主
催
の
歓
迎
午
餐
会
へ
出
席。

(
一
)
午
後
七
時より

舞
台
稽
古
。

七

日

午
後
七
時
半
よ
り

新
聞
社
、
放
送
局
、
青
年
商
工

会
議
所
会
員
を
招
待
し
て
試
演
会
開
催
。

八
日

一
七
日

至自

午
後
六
時
、

八
時
半
、

l

ル
に
於
て
公
演
。

マ
7

キ
ン
レ
l

ハ
イ
ス
ク

一
一
日

ア
ロ
ハ
エ
ア
ラ
イ
ン
ト
ン
グ
氏
招
待

、

ワ
イ
キ
キ

サ
ン
ド
に
て
一
同
封
食
。

一
六
日

公
演
後
、
山
崎
氏
邸
晩
饗
会
出
席
。

七
日

正
午
小
林
ホ
テ
ル
よ
り
ワ
イ
キ
キ
海
岸
カ
イ
マ
ナ

ホ
テ
ル
に
移
転
。

一
八
日
ワ
イ
キ
キ
海
岸
に
て
水
泳
及
波
乗
り
。

午
後
六
時

住
田
氏
邸
に
於
け
る

娩
祭
会
出
席
。

一
九
日
午
前
十
時

、

パ
イ
ナ

ッ

プ
ル
健
話
会
社
及
び
水
族

館
見
物
。

午
後
六
時

、

約
氏
邸
に
於
け
る
商
工
会
議
所
主
催

晩
餐
会
に
出
席

。

午
前
九
時
半
、
ホ
ノ
ル
ル
空
港
よ
り
ア
ロ
ハ
エ
ヤ

ラ
イ
ン
機
に
て
ハ
ワ
イ
島
ヒ
ロ
市
に
出
発
。

午
前
十
一
時
半

、

ヒ
ロ
市
到
着
。

二
O
日

空
港
に
て
約
三
0
分
間
ヒ
ロ
市
青
年
商
工
会
議
所

主
催
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ヨ
ン
。

(
二
正
午
よ
り

ヒ
口
市
中
行
進
。

(
一
)
午
後
七
時
よ
り
在
住
邦
人
主
催
の
歓
迎
晩
餐

会
出
席
。

パ
l

ム
テ
ラ
ス
ホ
テ
ル
に
宿
泊
。

日

午
前
九
時
よ
り
マ
ウ
ナ
ロ
イ
火
山
山
磁
の
噴
火
現

場
見
物
。

国
立
公
園
キ
ラ
ウ
エ
ヤ
火
山
見
物
。

ボ
ル
ケ
i

ノ
ー
ハ
ウ
ス
に
て
噴
火
の
映
画
見
物
。

パ
!
ド
パ
l

ク
に
て
昼
食
。

日

午
前
十
一
時
よ
り
ヒ
口
市
で
関
か
れ
た
世
界
的
蘭

花
の
展
示
会
場
見
学。

μ

本
公
閣
に
て
休
憩
。

午
後
七
時
半
、
午
後
十
時
の
二
回
、
プ
レ
イ
ハ
ウ

ス
に
て
公
演
。

二
三
日

午
前
十
時
よ
り
景
勝
の
地
ア
カ
カ
沌
見
物
。

午
後
六
時
半
、
九
時
の
二
回
公
演

。

四
日

(
一
)
午
前
十
一
時
ヒ
ロ
空
港
発
ハ
ワ
イ
ア
ン
エ
ア

ラ
イ
ン
機
に
て
マ
ウ
イ
島
へ
出
発
。

(
一
)
午前
十
一
時
半
カ
フ
ル
イ
空
港
に
到
着
、
ワ

イ
ル
ク
市
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
宿
泊
。

(
一
)
午
後
七
時
半
よ
り
ボ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン
高
校
講

堂
に
て
一
回
公
演
。

二
五
日

午
前
十
時
よ
り
国
立
公
演
ハ
レ
ヤ
カ
ラ
火
山
見
物

午
後
七
時
半
よ
り
一
回
公
演
。

二
六
日

午
前
中
マ
ウ
イ
島
一
周
ド
ラ
イ
ブ
。

午
後
四
時
カ
フ
ル
イ
空
港
出
発
。

午
後
四
時
半
ホ
ノ
ル
ル
着
。

小
林
ホ
テ
ル
宿
泊
。

七
H 

午
後
七
時
小
林
、
野
添
、
木
村
三
氏
主
催
の
晩
餐

会
出
席
(
春
潮
楼
)

二
八
日

午
後
七
時
青
年
商
工
会
議
所
主
催
の
送
別
舞
踏
会

(チ
ャ
イ
ニ

l

ズ
ク
ラ
ブ
)
に
出
席

。

二
九
日

午
前
十
時
半
ホ
ノ
ル
ル
空
港
よ
り
日
航
機
シ
テl

オ
プ
ナ
ラ
号
で
出
発
。

。

日

午
後
十
時
半
羽
田
着
。
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